














































































1992 年であり、この間に 10 年以上の月日が流れている。しかし、この歳



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































していた」（井上・江原［1995 : 98 頁］）。
（４） 自己評価については










（８） 高い自尊心と低い自己評価の落差があり（Salzman［1985 : 73 頁］）、依存
的でダブル・バインディングな態度を採る等々、摂食障害は強迫性で境界例











はあまり困っていいないように見える」（山登敬之［1998 : 55 頁］）。
（９） もっとも、フェミニズムが摂食障害等の失調症の一因になっているとの指


















































（13） この点については井上・江原［1995 : 7 章］を参照のこと。82-93 年のあい
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だに女性雑誌の発行部数は、41 銘柄 2億 706 万冊から 78 銘柄 4 億 716 万冊














上・江原［1995 : 202 頁］。
（16） この段落の論点については、吉澤「身体－ジェンダーの社会的構成」（吉澤
［1997 : 4 章］）およびWolf［1991］も参照のこと。また「恋愛市場」におけ
る強者弱者の二極分化に関しては、山田昌弘「恋愛の変化と結婚難」（山田















性」（目黒・矢沢［2000 : 17-18 頁］）、舩橋惠子「「幸福な家庭」志向の陥穽」
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